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＜病棟連絡事項＞
・

＜患者様連絡事項＞
・安ヶ平　小倭子様～レントゲンにより、便塊があるのを確認しており、先日のレントゲンでも確認されていた事から便秘による発熱が考えられる模様。柞木田Dr.より明日GE浣腸60ml・摘便施行、3/13、3/14はGE浣腸60ml施行の指示。

・中村　栄作様～八戸市立市民病院泌尿器科受診。帰院時、NEAR法実施、結果陰性。膀胱留置カテーテル挿入され、次回必要であれば1か月後受診してくださいとの事（必要時予約等手配）。施設申し込み状況として、有料老人ホーム「医心館」へ申し込みされているとの事。




＜入室状況＞
【入院】
・木野　貢様～東病棟Cユニット（電カル上はD19）
【転出】
・小田　沙也加様～東病棟B1→西病棟B27

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察時他室侵入し迷惑行為頻回に見られ早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。午前午後の拘束解除実施。不機嫌さなし。危険行動無く落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・金山　辰巳様～身体拘束中。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・高柳　和子様～独語し落ち着かずホール内歩いていることあり、15:30継続指示レボトミン(25)1T内服。他者トラブルはない。

・小栗　健太郎様～売店利用に関しての質問あり、スタッフの説明に対しては歪んだ捉え方をしているが、理解はした様子である。

・今　保様～ユニット内徘徊している。他者への迷惑行為はなく穏やかである。

・大山　ヒデ様～車椅子で過ごし、不穏興奮なく危険行為もない。

[bookmark: _GoBack]・川向　高夫様～バイタルサイン著変無し。摂取時むせこみ有り1/2摂取し介助終了っしている。																		


＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様～定期薬変更無し。エンシュアリキッド1×1夕7日分処方となる。
・藤井　崇史様～定期薬変更無し。

＜入院患者様情報＞
氏　　名：木野　貢（きの　みつぐ）様
　生年月日：昭和17年6月6日　79歳
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Ｄｒ
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　初飲は20歳頃で、その後より毎日のように飲酒していた。44歳頃、食欲の低下・幻視等の症状が出現し、高松病院へ入院約3ヶ月間）。退院後、まもなく飲酒を再開。Ｈ17年10月頃、食欲の低下等の症状が再燃し、高松病院へ入院(約1週間)。退院後、同院への定期的な外来通院を継続していたが、まもなく飲酒を再開。Ｈ18年1月頃より、昼夜を問わず飲酒する生活が習慣化していた。Ｈ18年6月頃より、日付を何度も確認する行為等が出現。六戸町立病院より当院を紹介され、Ｈ18.6.19当院を初診し入院（～H18.9.20）。退院後、当院への定期的な外来通院(1回/4週)、服薬を継続していたがR2.1.15受診後は治療を自己中断していた。六戸診療所の内科的治療は継続していたが、同年7月頃から隠れ飲酒があった様子で同年9月24日、全身けいれんを起こし八戸市民病院に救急搬送され入院。同年10月20日十和田第一病院へリハビリ目的で転入院となるが、退院を希望され、同月28日に自宅退院となっている。以降飲酒はしていない。R2.1.15まで受診していたが、通院自己中断していた。R2.11.25当院再来。妻は当院の受診を中断していたことを知らなかった。それ以降は定期的に妻付き添いで当院外来にて通院、服薬治療していた。Ｒ4年2月12日診察時に先日本人が妻不在時に免許返納したにも関わらず一人で車を運転し酒を購入し飲んでいた。また、妻が酒を取り上げようとした際に妻を叩いたりつねったりなどの行為あり妻も皮下出血痕が残っていたと話している。警察官である息子様がその事を本人へ叱責する事でここしばらくは落ち着いていたが、再度飲酒し暴力行為あるため3/11　12:00加療目的にて東病棟Dユニットへ医療保護入院となる。　
　　　　　　
